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The meaning of reviewing photographs taken by self :  
Aim at features of arts therapy and awareness of self. 
 
Nao Takeda and Yumi Ishida 
 
Photo therapy is one of the arts therapies advocated by Yamanaka (1976). Much of the 
clinical usefulness of photography has been demonstrated in case studies. In this study, I 
conducted two pieces of research that focused on the action of an individual reviewing her/his 
photographs and her/his thoughts and emotions while taking those photographs. In Research 1, 
I examined what type of experiences would occur while an individual reviewed her/his 
photographs and her/his thoughts and emotions while taking those photographs in terms of 
arts therapy by using the Scale of Experiencing with Regard to Arts Therapy 
(Kato/Imamura/Nisato, 2014). The result suggests that an individual’s review of her/his 
photographs and her/his thoughts and emotions while taking those photographs is an 
opportunity for self-reflection and to form an emotional attachment to the photographs or 
increase her/his feelings of satisfaction associated with self-expression. In Research 2, I 
divided the awareness self-gained by an individual reviewing her/his photos and her/his 
thoughts and emotions while taking those photographs into two categories—reconfirmation 
and new discovery—and examined the awareness of self in terms of the number of persons 
who gained the awareness and its content. Results suggest that an individual who reviews 
her/his photographs and her/his thoughts and emotions while taking those photographs 
promotes the reconfirmation of her/his interest and these aspects are characteristic features 
rather than a new self-discovery. 
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ことを目的とした心理療法全般のことである (心理学辞典，1999)。飯森 (2000) によると，芸術療
法は「表現すること」と「表現されたもの」とから成り立っており，その治療的意義は，「表現する
ことそれ自体が包含している意義」，「表現されたものを通して患者と治療者とが交流することの生






ったりしている，今自分がいいたいことを最も端的に表現していると思う写真を何枚か  (1 枚でも






自身と家族の歴史を振り返る媒体として 1 枚の古い写真を用いた事例などを紹介している。小森 
(1997) は，描画と写真がどのように異なるのかを明らかにし，その差異そのものが治療的に利用で
きるのではないかと考え，摂食障害を有する患者に動的家族画 (食卓場面) と食卓場面の写真を撮











ある。田澤 (2010) は，本法の「人々の心理的世界をとらえる側面」(都筑，2005) に注目し，大学
生 12 名を対象に，写真投影法を用いた演習授業が進路選択に向けた自己理解を促すかどうかを検討




























































大学生 27 名を対象に写真撮影課題の説明を行った。そのうち，面接調査を実施できなかった 2
名を除いた 25 名 (男性 8 名，女性 17 名) を対象とした。平均年齢は，21.60 歳 (SD=1.76) であった。 
2. 実験計画 
2 (体験：撮影，振り返り) ×5 (芸術療法体験尺度：気持ちの解放・安定，満足感，自己理解，緊
張感，子ども時代への回帰) の 2 要因被検者内計画で行った。 
3. 調査期間 
平成 29 年 10 月から 11 月にかけて調査対象者の募集を行った。調査は平成 29 年 10 月から 12 月
にかけて行った。 
4. 使用する尺度 
芸術療法体験尺度 (加藤・今村・仁里，2014) (以下，SEAT-R) は，芸術療法の諸技法における体
験過程を包括的に検討するための尺度である。気持ちの解放・安定因子，満足感因子，自己理解因
子，緊張感因子，子ども時代への回帰因子の 5 因子，27 項目から成る。調査対象者には，「全くあ















台，SD カードもしくは USB メモリ，調査対象者が撮影した写真を使用した。撮影期間が一週間と
短いことを考慮し，撮影枚数は 5 枚以上とした。また，撮影枚数は調査対象者によって異なると考
えられるため，半構造化面接で使用する写真の枚数は 3 枚とした。 
6. 手続き 
調査は 2 回に分けて行った。1 回目は，個別もしくは集団で写真撮影課題についての説明を行っ
























































調査対象者が撮影してきた写真の平均枚数は，13.28 枚 (SD=12.64) であった。調査対象者が振り
返りで選んだ写真の内容としては，青空や夕焼け，紅葉した木々，雪などの風景や自然，食べ物 (食
事場面)，場所，ぬいぐるみなどのお気に入りの物などが多かった。撮影の状況としては，日常の中
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Figure 1. 写真の一例 (筆者らが撮影) 




子は 7 項目，満足感因子は 5 項目，自己理解因子は 5 項目，緊張感因子は 4 項目，子ども時代への
回帰因子は 3 項目，計 24 項目を採用した。体験 (撮影，振り返り) における各因子のα係数は，順
に，α＝.828，.821，α＝.637，.734，α＝.655，.831，α＝.605，.737，α＝.757，.787 であった。
採用した SEAT-R の項目および平均値 (SD) を体験ごとに示したものを Table 3 に示した。撮影体験
において，満足感因子の平均値 (3.20) が最も高く，気持ちの解放・安定因子 (3.06)，自己理解因子 
(2.98)，緊張感因子 (2.96) と続き，子ども時代への回帰因子の平均値 (2.55) が最も低かった。振り
返り体験において，自己理解因子の平均値 (4.01) が最も高く，満足感因子 (3.70)，気持ちの解放・








 SEAT-R の各因子の平均値を下位尺度得点とし，2 要因被検者内分散分析を行った。体験と SEAT-R
の交互作用がみられた (F(4，96)=7.49，p<.01) ため，単純主効果の検定を行った。その結果，気持
ちの解放・安定因子 (F(1，24)=11.00，p<.01)，満足感因子 (F(1，24)=14.10，p<.01)，自己理解因子
(F(1，24)=69.05，p<.01) で単純主効果が有意であり，3 因子とも振り返り体験の方が撮影体験より 
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因子 (p<.05)，緊張感因子 (p<.05)，子ども時代への回帰因子 (p<.01) との間で有意な差がみられ，
満足感因子が 3 因子より有意に高かった。自己理解因子は気持ちの解放・安定因子 (p<.01) ，満足
感因子 (p<.01)，緊張感因子(p<.01)，子ども時代への回帰因子 (p<.01) との間に有意な差がみられ，
自己理解因子が 4 因子より有意に高かった (Table 4)。 































1 2 3 4 5 F値 多重比較
平均値 3.06 3.20 2.98 2.96 2.55
SD 0.62 0.56 0.66 0.65 0.88
平均値 3.47 3.70 4.01 3.14 2.87
SD 0.62 0.57 0.55 0.74 1.02













































査対象者の人数，各カテゴリに分類された気づきの個数を Table 5 に示した。個数とは，1 人の調査
対象者が得た複数の気づきも，別々に 1 つとカウントしたものである。25 名全員が何かしらの気づ 
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きを得ており，【再確認】を得た調査対象者は 24 名 (96%)，新発見を得た調査対象者は 17 名 (68%) 
であった。得られた気づきの総数は 74 個であり，そのうち【再確認】は 45 個 (60%)，【新発見】は

















のが特徴的であった。【再確認】における各カテゴリの気づきの例を Table 6 に，【新発見】における
各カテゴリの気づきの例を Table 7 に示した。 






































































































































本研究で得られた自己への気づきのカテゴリは，【再確認】で 6 カテゴリ，【新発見】で 5 カテゴ

































 研究 1 では，SEAT-R (加藤・今村・仁里，2014) を用いて，撮影中に生じた自分の考えや感情と
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